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洛和会医療介護サービスセンター丸太町病院
075（801）0351（代）

洛和会医療介護サービスセンター大津店
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居宅介護支援事業所２１
075（595）9811
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洛和会京都医学教育センター
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洛和会学術支援センター
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洛和会京都音楽療法研究センター
075（581）6221（代）
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洛和ホームライフ四ノ宮（介護付有料老人ホーム）
075（502）7370

洛和ホームライフ山科東野（介護付有料老人ホーム）
075（582）8811

洛和ホームライフ御所北（介護付有料老人ホーム）
075（411）9550

洛和ホームライフ室町六角（介護付有料老人ホーム）
075（222）0511

洛和ホームライフみささぎ（介護付有料老人ホーム）
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京都市音羽児童館（指定管理者）
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洛和若草保育園

洛和会音羽病院 病児保育室 よつば
0120（428）414 

洛和御所南学童クラブ
075（257）8147

075（595）2452
京都市大塚児童館(指定管理者)

075（592）0742
京都市花山児童館(指定管理者)

075（642）3413
京都市深草児童館(指定管理者)

洛和キッズアフタースクール
075（212）3660

洛和イリオス保育園（企業主導型保育事業）
075（813）1011

洛和桂川小規模保育園（小規模保育事業）
075（925）3326

洛和会訪問看護ステーション西京桂
075（382）3200

洛和会訪問看護ステーション21
075（595）9821

洛和会訪問看護ステーション桃山
075（622）3073

洛和会訪問看護ステーション大津
077（511）4105

洛和会訪問看護ステーション石山寺
077（531）1313

洛和ヘルパーステーション音羽
075（584）1400

洛和ヘルパーステーション山科
075（581）6918

洛和会訪問看護ステーション天王山
075（958）6911

洛和会訪問看護ステーション坂本
077（577）1126

洛和ヘルパーステーション桃山
075（622）2385

洛和ヘルパーステーション醍醐駅前
075（575）3762

洛和会訪問看護ステーション醍醐駅前
075（575）5011

洛和会訪問看護ステーション四条鉾町
075（353）8878

洛和会訪問看護ステーション壬生
075（803）1552

洛和会訪問看護ステーション東大路
075（708）1010

洛和会訪問看護ステーション右京山ノ内
075（325）5772

洛和ヘルパーステーション丸太町
075（803）2908

洛和グループホーム壬生
075（803）1557

洛和グループホーム二条城北
075（451）1160

洛和グループホーム西ノ京
075（813）5720

洛和デイセンターイリオス
075（801）0398

洛和会丸太町病院 訪問リハビリテーション
075（803）6251

洛和デイセンター西ノ京
075（813）5710

洛和デイセンター右京山ノ内
075（325）5776

洛和デイセンター山科小山
075（595）3282

洛和デイセンターリハビリテーション音羽
075（583）6070

洛和デイセンター桃山
075（622）2271 

洛和デイセンター四条鉾町
075（343）1274

洛和デイセンター修学院
075（706）6263

洛和デイセンター百万遍
075（706）6762

洛和デイセンター音羽
075（594）9600

洛和デイセンター音羽のさと
075（584）0002

洛和デイセンター宇治琵琶
0774（28）3344

洛和デイセンター南麻布
03（6408）8966

洛和デイセンターサラサ
03（6408）8965

文京大塚高齢者在宅サービスセンター
03（3941）6760

洛和会音羽リハビリテーション病院 
訪問リハビリテーション

075（581）6221（代）

洛和デイセンター北野白梅町
075（465）1611

洛和ヘルパーステーション坂本
077（577）1127

洛和ヘルパーステーション石山寺
077（531）2022
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洛和会ヘルスケアシステムは2019年に70周年を迎えました。

特集 最新の医療  子宮内膜症の治療

NEW FACE

洛和会音羽病院 産婦人科 副部長
産婦人科 腹腔鏡手術センター センター長  伊藤 美幸

女性の痛みと
ストレスを軽減する

オーダーメードの治療を

トップメッセージ
理事長  矢野 一郎 （有洛）

「一見さんお断り」と京都の観光

急変の患者さんをいち早く救う！

ドクターカーの活躍

トロンボーンとホルンで楽団結成！
洛和会音羽病院 総合内科 部長

救命救急センター・京都ER 兼務  谷口 洋貴

洛和会音羽病院 救命救急室
中川 凌平

本日休診
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子
宮
内
膜
症
は
、
本
来
、
子
宮
の

内
側
に
し
か
存
在
し
な
い
子
宮
内
膜

組
織
が
、卵
巣
や
腹
膜
な
ど
に
で
き
て

し
ま
う
病
気
で
す
。
子
宮
内
膜
で
起

こ
る
月
経
が
、
骨
盤
内
や
卵
巣
で
の

子
宮
内
膜
症
組
織
で
も
同
様
に
繰
り

返
さ
れ
る
こ
と
で
出
血
を
繰
り
返
し
、

組
織
の
繊
維
化
や
瘢は

ん

痕こ
ん

化か

を
形
成

し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

30
～
40
歳
代
の
女
性
に
多
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
初
経
年
齢
が
早

ま
り
、
10
～
20
歳
代
の
患
者
さ
ん
も

増
え
て
い
ま
す
。子
宮
内
膜
症
は
月
経

周
期
に
伴
う
女
性
ホ
ル
モ
ン
に
依
存

し
て
い
ま
す
の
で
、月
経
の
回
数
が
増

え
る
ほ
ど
発
症
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

少
子
化
や
晩
婚
化
に
伴
う
出
産
回
数

の
減
少
に
よ
り
、月
経
の
回
数
が
増
え

た
こ
と
も
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
る

月
経
時
に
起
こ
る
下
腹
部
痛
は
多

く
の
女
性
が
経
験
し
て
お
り
、
鎮
痛

剤
な
ど
を
服
用
し
て
乗
り
切
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
月
経
困
難
症
＝
子
宮
内

膜
症
と
は
必
ず
し
も
い
え
ま
せ
ん
が
、

鎮
痛
剤
を
1
日
3
回
以
上
、
月
経
開

始
後
3
日
以
上
必
要
と
す
る
よ
う
な

場
合
に
は
子
宮
内
膜
症
を
疑
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
発
症
す
る
場
所
に
よ
っ

て
は
、
腰
痛
、
排
便
痛
、
性
交
痛
な

ど
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
の
好
発
部
位
は
卵
巣
、

仙
骨
子
宮
靭
帯
、
直
腸
膣
中
隔
、
ダ
グ

ラ
ス
窩
、
骨
盤
底
の
腹
膜
な
ど
で
す

が
、
ま
れ
に
腸
管
や
呼
吸
器
に
生
じ
る

こ
と
で
月
経
時
の
下
血
や
喀
血
を
引

き
起
こ
し
た
り
、
ま
た
臍へ

そ
や
鼠
径
部
に

腫
瘤
を
形
成
し
、
月
経
時
に
腫
れ
上
が

り
痛
み
を
生
じ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

一
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

命
に
関
わ
る
病
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
病
巣
を
取
り
除
か
な
い
限
り
、

閉
経
を
迎
え
る
ま
で
痛
み
な
ど
の
症

状
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
付
き

合
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
放
置
す
る
こ
と
で
骨
盤
内
に

不
可
逆
的
な
癒
着
が
生
じ
た
り
、内
膜

症
か
ら
発
す
る
物
質
の
た
め
に
不
妊

症
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
子
宮

内
膜
症
の
患
者
さ
ん
の
50
％
が
不
妊

症
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
無
症
状
で
進
行
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
検

診
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
卵
巣
子
宮

内
膜
症
性
嚢
胞
は
40
歳
を
越
え
る
と

が
ん
化
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、

閉
経
し
て
も
定
期
的
な
検
診
を
受
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

若
い
世
代
に
も

見
ら
れ
る

子
宮
内
膜
症

子宮内膜症は生殖年齢（25〜44歳）の女性の10〜15％に見られる疾患といわれており、
多くの女性がその痛みに悩んでいます。発生頻度のピークは30歳代ですが、その発生の初期
は10歳代後半から20歳代前半ともいわれ、月経の回数を重ねるごとに進行します。20〜
30歳代では月経困難症や不妊症などが主な症状となりますが、40〜50歳代になると子宮内
膜症を母地としたがん化が見られることがあります。

洛和会音羽病院　産婦人科　副部長　
産婦人科　腹腔鏡手術センター　センター長 伊

い

藤
と う

 美
み

幸
ゆ き

卵巣
卵管

子宮漿膜

腹壁腹膜
子宮筋層
膀胱子宮窩

膀胱

外陰
膣 会陰

直腸

ダグラス窩

直腸膣内隔
仙骨子宮靭帯

S 状結腸 子宮内膜症の
好発部位

チョコレート色の文字が
発生しやすい場所です。

子宮内膜症の治療

女性の痛みとストレスを軽減する
オーダーメードの治療を

（注）図中の部位名のほとんど
に子宮内膜症が発生する
可能性があります。

が
ん
化
す
る

可
能
性
も



古い血液（チョコレート状）が
たまって卵巣が腫れる

卵巣チョコレート嚢胞
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負
担
の
少
な
い

腹
腔
鏡
下
手
術
が
可
能

特
集

最
新
の

医
療

特
集

最
新
の

医
療

発
症
し
た
位
置
や
症
状
の
程
度
、
ま
た
挙
児
希
望
の
有
無
に
よ
っ
て

治
療
方
法
が
異
な
り
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
の
治
療

1 

対
症
療
法

鎮
痛
剤
や
漢
方
薬
で
痛
み
を
和
ら

げ
ま
す
。
比
較
的
軽
度
の
方
が
対
象
に

な
り
ま
す
。
子
宮
内
膜
症
に
よ
る
疼
痛

は
子
宮
内
膜
が
産
生
す
る
プ
ロ
ス
タ 

グ
ラ
ン
ジ
ン
に
よ
る
も
の
と
い
わ
れ
て

お
り
、N

SA
ID

s

が
効
果
的
で
す
。

2 

内
分
泌
療
法

い
く
つ
か
種
類
が
あ
り
ま
す
が
、

低
容
量
ピ
ル
や
黄
体
ホ
ル
モ
ン
剤
を

内
服
し
て
、
病
気
の
進
行
を
食
い
止

め
た
り
、
病
巣
を
小
さ
く
す
る
方
法

で
す
。
主
に
、
対
症
療
法
で
効
果
が

得
ら
れ
な
か
っ
た
方
や
、
術
後
の
再

発
防
止
に
行
う
治
療
法
で
す
。
た
だ

し
排
卵
を
抑
制
す
る
た
め
、
挙
児
希

望
の
あ
る
方
に
は
向
き
ま
せ
ん
。

子
宮
内
膜
症
の
な
か
で
、
卵
巣
に

で
き
る
も
の
を「
卵
巣
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

嚢
胞
」と
い
い
ま
す
。
ま
れ
に
が
ん
化

す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
腫
瘍
が

5
㎝
を
超
え
る
場
合
は
手
術
を
検
討

し
ま
す
。
手
術
で
は
、
病
変
を
取
り

除
き
、癒
着
部
分
を
剥
離
し
ま
す
が
、

そ
の
際
、
妊
娠
を
希
望
す
る
方
は
卵

巣
を
温
存
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。
卵

巣
を
全
て
摘
出
す
る
根
治
手
術
を
受

け
ら
れ
た
方
は
、
再
発
の
可
能
性
が

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
外
の
方
は

再
発
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
閉
経
ま
で

は
定
期
的
な
検
診
が
必
要
で
す
。

子
宮
筋
層
内
に
生
じ
る
も
の
を

「
子
宮
腺
筋
症
」と
言
い
ま
す
。
内
膜

症
の
組
織
が
子
宮
筋
層
に
入
り
込
む

こ
と
で
、
月
経
の
た
び
に
子
宮
筋
層

内
に
出
血
を
引
き
起
こ
し
、
激
し
い

疼
痛
と
子
宮
腫
大
、
子
宮
収
縮
の
阻

害
に
よ
る
過
多
月
経
と
貧
血
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
挙
児
希
望
の
な
い
場

合
は
子
宮
全
摘
が
第
一
選
択
と
な
り

ま
す
が
、
子
宮
温
存
希
望
の
あ
る
場

合
は
、正
常
筋
層
を
な
る
べ
く
残
し
、

腺
筋
症
の
み
を
核
出
す
る
手
術
が
選

択
さ
れ
ま
す
。
そ
の
際
は
妊
娠
時
の

子
宮
破
裂
の
リ
ス
ク
も
あ
る
た
め
、

さ
ら
に
専
門
の
高
次
施
設
で
の
手
術

を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
の
状
態
に
よ
っ
て
は
、
腹

腔
鏡
下
手
術
が
可
能
で
す（
開
腹
手
術

を
お
勧
め
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
）。

腹
腔
鏡
下
手
術
と
は
、
開
腹
せ
ず
に
、

お
な
か
に
4
～
5
カ
所（
約
5
～
10
㎜
）

の
小
さ
な
穴
を
開
け
て
、
骨
盤
内
に

カ
メ
ラ
や
手
術
器
具
を
挿
入
し
、
病

変
を
取
り
除
く
手
術
で
す
。
術
後
の

創
部
痛
が
抑
え
ら
れ
、
早
期
の
退
院・

社
会
復
帰
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
傷

の
痕
も
目
立
ち
に
く
い
た
め
、
美
容

的
に
も
優
れ
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
は
が
ん
化
し
な
い

限
り
、
命
に
関
わ
る
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
健
康
な
成
人
女
性
に
と
っ
て

毎
月
月
経
が
あ
る
こ
と
と
同
様
に
、

月
経
困
難
症
は
あ
っ
て
当
た
り
前
と

思
わ
れ
が
ち
で
あ
り
、疼
痛
に
は
個
人

差
が
あ
る
た
め
他
人
に
理
解
し
て

も
ら
い
づ
ら
い
疾
患
で
す
。
し
か
し
、

毎
月
痛
み
と
戦
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

膨
大
で
、女
性
を
消
耗
さ
せ
ま
す
。

で
す
が
、そ
の
痛
み
は
治
療
に
よ
っ
て

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

若
い
う
ち
か
ら
低
用
量
ピ
ル
な
ど
で

月
経
を
自
分
自
身
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
で
、
将
来
の
不
妊
症
な
ど

を
防
ぐ
こ
と
も
可
能
で
す
。

治
療
方
法
の
選
択
は
、発
症
部
位
や

症
状
、年
齢
、ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。
患
者
さ
ん
お
一
人

お
一
人
に
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
対
応

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
困
り
の

方
は
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

日本産科婦人科学会産婦人科専門医／指導医
日本内視鏡外科学会認定技術認定医

（産科婦人科領域）
日本産科婦人科内視鏡学会腹腔鏡技術認定医
がん治療認定医
日本ロボット外科学会専門医

洛和会音羽病院 産婦人科　副部長
産婦人科 腹腔鏡手術センター　センター長

伊
い

藤
とう

 美
み

幸
ゆき

薬
物
療
法

手
術
療
法

今秋から子宮脱に対する根治手術と
して、従来の開腹手術よりも再発率
の低い腹腔鏡下手術「腹腔鏡下仙骨
膣固定術」を開始します。患者さんへ
の負担も少なく、早期退院が可能に
なります。対象となる患者さんがおら
れましたらぜひご紹介ください。

産婦人科NEWSお問い合わせ

TEL 075（593）4111（代）
http://www.rakuwa.or.jp/otowa/shinryoka/sanfujinka/

洛和会音羽病院
産婦人科／産婦人科 腹腔鏡手術センター

「
な
ん
と
な
く
我
慢
」は
不
要
で
す



┌一
見
さ
ん
お
断
り
┘と
京
都
の
観
光

洛和会ヘルスケアシステム　

理事長　矢 野 一 郎
や　　　  の 　 い ち    ろう 　  

（有洛）

訪
日
外
国
人
旅
行
者（
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
）の
急
増
に

よ
り
、あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
、ど
こ
も
人
だ
ら
け
に
な
っ
て

い
る
。完
全
に
京
都
は
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
な
っ
て

い
る
。も
う
何
ら
か
の
規
制
に
入
ら
な
い
と
い
け
な
い

時
に
来
て
い
る
。私
の
全
国
の
友
人
も「
何
、
あ
の
混

み
方
。も
う
、
ゆ
っ
く
り
お
寺
め
ぐ
り
が
で
き
る
状

況
で
は
な
い
。
も
う
二
度
と
京
都
へ
は
行
か
ん
」
と

言
っ
て
き
た
。

京
都
は「
一
見
さ
ん
お
断
り
」で
も
っ
て
き
た
町
で

あ
る
。料
亭
も
旅
館
も
、
昔
か
ら
の
お
な
じ
み
さ
ん

で
も
っ
て
き
た
町
で
あ
る
。一
生
の
う
ち
、
一
度
し
か

来
な
い
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
、
こ
れ
以
上
大
事
に
す
る

こ
と
な
く
、
も
っ
と
日
本
人
の「
お
な
じ
み
さ
ん
」
を

大
切
に
す
る
こ
と
だ
と
思
う
。

京
都
の
全
経
済
の
15
％
し
か
、
観
光
業
は
役
に

立
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
み
な
さ
ま
は
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。京
都
は
全
国
47
都
道
府
県
の
う
ち
、

5
番
目
に
は
入
る
工
業
県
で
あ
る
。

促
進
か
ら
規
制
に
変
え
る
時
で
あ
る
。オ
ラ
ン
ダ

の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
よ
う
に
、市
内
に
新
規
の
ホ
テ
ル

の
建
設
を
禁
止
し
た
り
、イ
タ
リ
ア
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の

よ
う
に
、
市
内
の
ホ
テ
ル
の
連
泊
を
禁
止
し
た
り

す
る
時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
一
見
さ
ん
お
断
り
」の
時
期
で
あ
る
と
考
え
る
。

も
っ
と
お
な
じ
み
さ
ん
を
大
切
に
し
よ
う
。

病
院
は
ど
う
か
な
…
？

い
ち
げ
ん

Top Message トップメッセージ

都京

2
0
1
9（
令
和
元
）年
8
月
7
日
、洛
和
会

ヘ
ル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム 

理
事
長 

矢
野
一
郎
、

副
理
事
長 

矢
野
裕
典
が
京
都
市
の
ご
み

（
一
般
廃
棄
物
）処
理
施
設「
京
都
市
北
部

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」を
視
察
し
ま
し
た
。

一
般
廃
棄
物
処
理
場「
京
都
市
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」視
察

京
都
市
北
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
、

環
境
負
荷
を
低
減
し
、廃
棄
物
の
適
正
処
理

と
ご
み
焼
却
熱
に
よ
る
発
電
、3
R
の
普
及
啓

発
な
ど
を
進
め
、ま
た
、缶
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
再
資
源
化
施
設
を
併
設
し
て
い
ま
す
。

年
間
約
1
，6
0
0
ト
ン
の
一
般
ゴ
ミ
を

排
出
し
て
い
る
当
会
で
は
、2
0
1
5
年
か
ら

全
施
設
で
ご
み
の
分
別（
細
分
化
）を
強
化

徹
底
し
、社
会
の
一
員
と
し
て
循
環
型
社
会

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

① 京都市北部クリーンセンター
② 資源ごみ運搬の様子を視察（矢野理事長）
③ 不適物などの手選別

①

②③

持
続
可
能
な

へ
会
社

任
責
る
く
つ

任
責
う
か
つ

任
責
る
く
つ

任
責
う
か
つ

任
責
る
く
つ

任
責
う
か
つ

任
責
る
く
つ

任
責
う
か
つ
・

当会 ごみ分別の取り組み

施設内の一般ごみを、「一般」「紙」「プラ」
「缶・びん・ペットボトル」に分別して廃棄。

3R
※3Rとは 

3つの言葉の 
頭文字をとった 
環境配慮に関する 
キーワード

スリーアール

Reduce（リデュース）
使う資源や

ごみの量を減らすこと

Reuse（リユース）
ものを繰り返し

使うこと

Recycle（リサイクル）
使い終わったものを

資源として
再び利用すること
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本
日
休
診

う
打
楽
器
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
こ
こ

数
年
は
京
都
府
医
師
会
の
コ
ン
サ
ー
ト

に
も
参
加
し
、
先
日
は
縁
あ
っ
て
浜
大

津
で
複
数
の
団
体
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
し
た
。
当
会
の
施
設
、
京
都
市

の
母
子
施
設
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
演

奏
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し
た
。

　
で
も
、
音
楽
三
昧
と
い
う
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
家
族
サ
ー
ビ
ス
…
い
え
、

子
ど
も
は
大
き
い
の
で
こ
ち
ら
が
放
置

状
態
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、そ
れ

で
も
い
ろ
い
ろ
と
家
の
こ
と
で
忙
殺
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
で
す
。
そ
の
中
で
前
述
の

依
頼
演
奏
を
受
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
診
療
に
差
し
支
え
な
い

範
囲
で
続
け
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

❶消化器センター外科／
医員

❷８月1日
❸消化器外科、 

一般外科
❺安心して手術、治療

を受けていただける
よう、丁寧な説明を
心掛けています。

前
まえ

田
だ

 知
とも

人
ひと

❶在宅医療支援センター／センター長
❷10月1日
❸循環器
❹日本循環器学会認定循環器専門医 

日本外科学会認定登録医
❺よろしくお願いいたします。

稲
いな

井
い

 理
よし

仁
ひと

❶麻酔科／医員
❷８月1日
❸麻酔、集中治療
❹日本麻酔科学会専門医、

日本集中治療医学会
専門医、 
日本呼吸療法医学会
専門医、 
日本周術期経食道心 
エコー認定医

❺周術期管理で地域の
皆さまに貢献できるよ
う努めてまいります。

藤
ふじ

井
い

 恵
え

美
み

❶小児科／医長
❷9月１日
❸小児神経
❹日本小児学会小児科 

専門医、
　日本小児神経学会 

小児神経専門医
❺小児神経、小児の発達

の分野で地域の皆さま
に貢献できればと思って
います。日

ひ

衞
え

嶋
じま

 郁
いく

子
こ

❶整形外科／Sr1
❷10月1日
❸整形外科全般
❺まだまだ需要の多

い整形外科の治療
を通して貢献したい
と思います。

武
たけ

本
もと

 尚
しょう

大
た

NEW FACE 
■ 洛和会丸太町病院

■ 洛和会音羽リハビリテーション病院

■ 洛和会音羽病院

診療部ニューフェイス

よろしくお願いいたします 2019年8月1日～10月1日
❶ 診療科／役職 　❷ 着任日　❸ 専門分野　❹ 専門認定・資格　❺ メッセージ

退職ドクター

洛和会丸太町病院

洛和会京都健診センター

洛和会音羽病院

ありがとうございました。

7月末 井上 博之 消化器センター外科

8月18日 春藤 啓介 健診センター

7月末 土居健太郎 糖尿病・内分泌・生活習慣病センター
吉良 友里 糖尿病・内分泌・生活習慣病センター

9月末 三浦 晶子 内分泌内科
山田 茂樹 脳神経外科
坂﨑 太紀 整形外科
板本 章弘 整形外科

VFAST（映像伝送システム）

急
変
の
患
者
さ
ん
を
い
ち
早
く
救
う
！

　ド
ク
タ
ー
カ
ー
は
、
各
種
医
療
資
器
材

を
搭
載
し
た
高
規
格
救
急
車
で
す
。
救
急

救
命
士
が
直
接
ト
リ
ア
ー
ジ
し
、
必
要
時

に
は
医
師
、
看
護
師
が
同
乗
し
て
救
急

な
か 

が
わ

り
ょ
う
へ
い

▼
搬
送
先
が
決
定
し
て
い
る
た
め
ス
ム
ー
ズ
な
活
動
が
で
き
る

▼
V
F
A
S
T（
映
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
）を
用
い
て
E
R
連
携
が
で
き
る

▼
必
要
な
処
置
を
現
場
で
把
握
で
き
る
た
め
、E
R
に
て
準
備
を

　事
前
に
行
え
る

　搬送中の患者さんの生体情報（心電図、血圧など）が車内からER
にリアルタイムに伝送されるため、早期に受け入れ態勢を整えるこ
とが可能です。

車
内
か
ら
高
度
な
処
置
を
継
続
し
て

洛
和
会
音
羽
病
院
へ
搬
送
し
ま
す
。

洛
和
会
音
羽
病
院 

救
命
救
急
室

　中
川 

凌
平

▼
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
質
の
向
上

▼
使
え
る
薬
剤
が
豊
富

症
例
に
応
じ
て

医
師
、
看
護
師
が

同
乗
で
き
る

ドクターカー救命救急センター・京都ER

状態が不安定な患者さんの搬
送もしています。紹介の際に
ドクターカーの搬送が可能か
お尋ねいただければ幸いです。

洛和会音羽病院
救命救急センター・
京都ER  部長

隅田 靖之
すみ だ やすゆき

患者情報の伝達

指示・指導・助言

｢救急医療の質の向上｣を目指す洛和会音羽病院 救命救急センター・
京都ＥＲのドクターカーの運用を中心とした実働部署である救命救
急室が、医師および看護師と協同して以下の業務を担っています。
◆地域の医療機関と連携をとりながら、ドクターカーを運用し地域の救急医

療環境の充実を図っています。
◆大きな災害や交通事故などが発生した際に京都府や京都市から要請を受

けて現場に医療チームを派遣します。〈2019（令和元）年7月18日「京都
アニメーション」で起きた火災にドクターカーを派遣し、現地で二次トリ
アージおよび応急救護措置を実施〉

◆ 公設救急隊員などへの研修機会の提供を通じてプレホスピタルケアの
充実を図っています。

◆市民の皆さまや職員に対する応急手当講習会を通じて、バイスタンダーの
重要性を啓発しています。

ドクターカー専用ホットライン
 （救命救急センター・京都ER 直通）

TEL 075（593）4165
運用時間　午前8時30分～午後10時
※当院では、365日態勢でドクターカーを運用しています。　  　

ドクターカーの出動要請は、原則として医師からのみとしており、
一般の患者さんからは受け付けておりません。

　出動要請をされる場合は、専用ホットラインに電話し、患者
さんの情報をお伝えのうえご相談ください。

治
療
開
始
ま
で
の
流
れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る

1
メリット

２
メリット

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
ホ
ル
ン
で
楽
団
結
成
！

　
周
囲
の
医
師
の
趣
味
を
見
て
み
ま
す

と
、音
楽
に
い
そ
し
む
方
が
多
い
よ
う
で

す
。
私
も
そ
の
一
人
で
す
。
学
生
時
代
は

剣
道
部
、テ
ニ
ス
同
好
会
と
と
も
に
、大

学
で
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
部
、
学
外
で
吹
奏

楽
団
、ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
に
所
属
し
、ト
ロ
ン

ボ
ー
ン
を
た
し
な
ん
で
い
ま
し
た
。
研
修

医
に
な
る
と
同
時
に
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
は
し

ば
ら
く
日
の
目
を
見
る
こ
と
は
な
く
な
っ

た
の
で
す
が
、ゆ
と
り
が
で
き
た
こ
と
と
、

ス
ト
レ
ス
解
消
目
的（
？
）で
何
気
な
く

ケ
ー
ス
を
開
き
、今
で
は
も
う
ひ
と
つ
の

私
の「
顔
」に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
休
日
で
は
な
い
の
で
す
が
、平
日
夜
に

浜
大
津
で
大
津
管
弦
楽
団
の
練
習
に
参

加
し
、年
2
回
の
定
期
演
奏
会
に
参
加

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、家
族
で
小
さ
な
楽

団
を
結
成
し
て
、京
都
・
滋
賀
を
中
心

に
依
頼
演
奏
を
し
て
い
ま
す
。
使
用
す

る
楽
器
は
ピ
ア
ノ
に
ホ
ル
ン
、そ
し
て
私

は
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
と
も
に
カ
ホ
ン
と
い

家族で結成した「谷口楽団」

洛和会音羽病院
総合内科 部長
救命救急センター・
京都 ER 兼務

谷
た に

口
ぐ ち

 洋
ひ ろ

貴
た か
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　洛和会音羽病院のC棟北側に、「音羽
の森 夢殿」があります。
　堂内には薬師如来像、両界曼荼羅、
薬師三尊図の5点の仏画が安置されて
います。

絵馬 1枚100円

音
羽
の
森 

夢
殿

患
者
さ
ん
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
に

11日

13日

22日

9日

洛和会へのお客さま
10日

20日

22日

28日

30日

7
月

8
月

9
月

顎顔面外科医ダーノ・ラリッサさま（ウクライナ）
洛和会音羽病院を見学

なないろつむぎ保育園さま（栃木県）
洛和イリオス保育園を見学

社会福祉法人 名倉みどり会
西七条保育園さま（京都市下京区）
洛和御所南学童クラブを見学

医療法人友仁会 友仁山崎病院さま（滋賀県）
洛和会音羽記念病院を見学

TAOKA メディカル・ウェルフェア システム
在宅事業部さま（徳島県）
洛和会医療介護サービスセンター北野白梅町店、
洛和デイセンター北野白梅町を見学

9
月

ヒューマンライフケア伏見グループホームさま
（京都市伏見区）
洛和グループホーム醍醐春日野を見学

社会医療法人生きる会 瀬戸内海病院さま
（愛媛県）
洛和会丸太町病院を見学

株式会社 J・T・Cさま（大阪府）
洛和ヴィラ天王山を見学

特定医療法人 桃仁会病院さま（京都市伏見区）
洛和会音羽記念病院を見学

山東大学第二医院さま ほか（中国）
洛和会音羽記念病院を見学

独立行政法人 国際協力機構（JICA）さま
（東京都千代田区）
洛和会丸太町病院、洛和会音羽病院を見学

令和元年７月、洛和会ヘルスケアシステムの
コーポレートスローガンが、新しくなりました。

夢、そして誇り。この街で…

共
生

  

〜
今
さ
ら
共
生
？
今
だ
か
ら
共
生
〜

日
　
　
時
▼
2
0
1
9（
令
和
元
）年

　
　
　
　
　 

11
月
30
日（
土
）

　
　
　
　
　午
後
1
時
30
分
〜
4
時
10
分

　
　
　
　
　
　（
受
付
開
始
▼
午
後
1
時
〜
）

会
　
　
場
▼
京
都
市
勧
業
館 

み
や
こ
め
っ
せ

　
　
　
　
　
特
別
展
示
場
A
／
B（
地
下
1
階
）

講
　
　
師
▼
惣
万 

佳
代
子
氏

定
　
　
員
▼
2
5
0
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
締
切
▼
11
月
15
日（
金
）

　

山
科
医
師
会
・
洛
和
会
音
羽
病
院
・
洛
和
会
音
羽
記
念
病
院
・
洛
和
会
音
羽

リ
ハビ
リ
テ
ー
シ
ョン
病
院
が
共
催
し
︑病
診
・
病
病
連
携
交
流
会
が
京
都
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ︵
京
都
市
中
京
区
︶で
行
わ
れ
ま
し
た
︒
2
0
0
人
を
超
え
る
開
業
医
と

病
院
勤
務
医
の
方
々
が
最
近
の
医
学
界
の
動
き
を
吸
収
し
な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
︒

　

第
1
部
で
は
︑名
古
屋
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科

総
合
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー 
教
授 
錦
織
宏
先
生
が
︑﹁
新
自

由
主
義
時
代
の
医
師
の
プ
ロ
フ
ェッ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム 

武
士

道
と
ア
ン
プ
ロ
﹂と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
︒
第
2
部
の

懇
親
会
で
は
出
席
者
が
和
や
か
に
語
り
合
い
︑よ
り
充
実

し
た
地
域
医
療
に
向
け
つ
な
が
り
を
深
め
ま
し
た
︒

洛
和
会
音
羽
病
院　

医
療
介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 
地
域
連
携
課

 

課
長　

寺て
ら

北き
た 
秀ひ
で

樹き

訪問看護ノート

　山本さん（仮名）は定年退職後、生活意
欲が低下し、アルコールの量が増え、社会
活動ができない状態になっていました。体
調管理や保清、リハビリを目的に週2回の
訪問看護が開始となりました。訪問を重ね
るうちに、「昔は散歩や散策が趣味で写真
を撮ってはブログにあげていたんだよ」とこ
れまでの生活や趣味の話をしてくださるよう
になりました。そこで、散策を目標にし、筋力
回復のためのリハビリを強化しました。訪問
看護がない日も、毎日一人でリハビリをされ、
１カ月後にはシャワー浴から浴槽に入れるよ

洛和会訪問看護ステーション石山寺  課長　 長谷川 裕恵
は せ がわ ひろ え

うになりました。外にも興味が出てこられ、
表情も明るくなり、毎日の日課となった散歩
で落ち葉を拾って部屋に飾られています。
そして、今ではバスに乗って散髪屋へ行け
るようになりました。次の目標はカナダ在住
の娘さんのところへ行くことです。介護度が
下がったため訪問看護は週１回になりまし
たが、元気になっていく山本さんから新しい
報告を聞くことが楽しみです。私たち訪問看
護師は、利用者さま・ご家族から相談しや
すい身近な存在になることを目指していき
たいと思っています。

訪問看護ノート

　山本さん（仮名）は定年退職後、生活意
欲が低下し、アルコールの量が増え、社会
活動ができない状態になっていました。体
調管理や保清、リハビリを目的に週2回の

洛和会訪問看護ステーション石山寺  課長　 長谷川 裕恵
は せ がわ ひろ え

うになりました。外にも興味が出てこられ、
表情も明るくなり、毎日の日課となった散歩
で落ち葉を拾って部屋に飾られています。

介護度が下がることも支援の成果

　
第
35
回
中
京
西
部
医
師
会
・
洛
和
会
丸
太
町
病
院 

生
涯
教
育
講
演
会
が
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
京
都︵
京
都
市
中
京
区
︶で
行
わ
れ
ま
し
た
︒
第
1
部

は
京
都
府
立
医
科
大
学 

循
環
器
腎
臓
内
科 

准
教
授 

白
山
武
司
先
生
に
よ
る﹁
こ

れ
か
ら
の
不
整
脈
診
療
﹂と
題
し
た
特
別
講
演
の
ほ
か
︑洛
和
会
丸
太
町
病
院 
消

化
器
セ
ン
タ
ー
外
科 

部
長 

内
山
清
︑同
院 

救
急
・
総
合

診
療
科 

医
員 

米
本
仁
史
に
よ
る
臨
床
研
究
発
表
が
行
わ

れ
︑活
発
な
意
見
交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
︒
第
2
部
の

懇
親
会
で
は
終
始
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
の
な
か
︑さ
ら
な

る
病
診
連
携
を
目
指
し
︑交
流
を
深
め
ま
し
た
︒

洛
和
会
丸
太
町
病
院　

医
療
介
護
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

地
域
連
携
課 

主
席
係
長　

馬ば

場ば 

博ひ
ろ

聡あ
き

　

当
会
で
は
各
病
院
で
防
犯
・
防
災

訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒
例
年
行
わ

れ
て
い
る
洛
和
会
音
羽
病
院
の
総
合
防

災
訓
練
に
加
え
︑京
都
市
伏
見
区
で
起

こ
っ
た
放
火
殺
人
事
件
を
受
け
︑院
内

で
火
災
や
事
件
が
発
生
し
た
際
に
冷

静
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
︑マ
ニ
ュ
ア

ル
の
再
確
認
と
見
直
し
を
行
い
︑意
識

強
化
を
図
り
ま
し
た
︒

︵
洛
和
会
企
画
広
報
部
門　

山
本
︶

2
0
1
9
年
8
月
3
日（
土
）

2
0
1
9
年
9
月

2
0
1
9
年
7
月
6
日（
土
）

洛
和
会
ヘル
ス
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

70
周
年
イ
ベ
ン
ト

洛和会音羽病院 医療介護サービスセンター
地域連携課

モットー［継続は力なり］

主席係長  平
ひら じま

島 正
まさ

基
き

趣　味： 野球、ソフトボール（洛和会ソフトボール部 所属）
出身地：京都市山科区　　　好物：肉料理全般、お酒に合う一品料理

　今までウエルネットで7年間、福祉用具専門相談員として勉強させていただ
き、8年目で地域連携課に異動となりました。今まで培った知識や経験を生か
すとともに、一日も早く仕事に慣れ、開業医の先生方に信頼されるよう日々精
進して参ります。ご指導、ご鞭撻賜りますよう、よろしくお願いいたします。

要申込
参加無料

中
京
西
部
医
師
会
・
洛
和
会
丸
太
町
病
院 

生
涯
教
育
講
演
会

交
流
を
深
め
︑さ
ら
な
る
病
診
連
携
へ

火
災
・
ト
ラ
ブ
ル
対
応
の
意
識
向
上
を
目
指
し
て

山
科
医
師
会
・
洛
和
会
音
羽
病
院
・
洛
和
会
音
羽
記
念
病
院
・

洛
和
会
音
羽
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院 

病
診
・
病
病
連
携
交
流
会

充
実
し
た
地
域
医
療
に
向
け
て

※
当
日
、高
齢
者
臨
時
デ
イ
、託
児
所
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。（
要
予
約
）

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。　

Face  to  Face 開業医の皆さまと病院をつなぎます！
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